
企業価値向上のための戦略

経営基盤の強化基本方針

ガバナンス戦略・組織戦略重点戦略

経営基盤を強化し、百五銀行グループの企業価値を向上させることでステークホルダーからの期待に応えます。

リスク管理
リスク管理の基本方針
金融サービスや業務が多様化するなか、リスク管理の

重要性はますます高まっています。当行では、適切なリス
ク管理態勢を構築し、経営の健全性・適切性を堅持しつ
つ、安定的な収益を確保することをリスク管理の基本方
針として、リスク管理の強化・充実に取り組んでいます。

当行では、さまざまなリスクを統合的に把握・管理する
体制としています。リスクを「信用リスク」、「市場リスク」、
「オペレーショナル・リスク」等に区分し、各リスクに主管
部署を定めるとともに、リスク統括部署を設置してリスク
を統合的に管理しています。また、「ＡＬＭリスク管理委員
会」および「オペレーショナル・リスク管理委員会」におい
て、リスクを総合的に把握・評価・監視し、リスク管理の方
針や対応策を審議しています。
また、「統合リスク管理」の考え方のもと、リスク量に限
度枠を設定し、経営の健全性・適切性確保と安定的な収
益確保の両立を図っています。
さらに、業務部門から独立した監査部門による内部監
査を実施し、各部門の内部管理の適切性・有効性を検証
し、改善を促す仕組みとしています。

信用リスク管理
当行では、信用リスク管理を適切に行うことにより、貸

出等の資産の健全性の維持と、資本効率・資産効率の高
いポートフォリオの構築をめざしています。
リスクに見合う適正な収益を確保するため、信用格付
制度を導入し、信用リスクを統一的な尺度により評価して
います。また、融資の基本方針を「百五銀行クレジットポ
リシー」に定め、特定の企業や業種に貸出が集中しないよ
う管理するとともに、与信ポートフォリオ管理の観点から
リスクの分散に努めています。
自己資本比率の算定にあたっては、基礎的内部格付手
法を採用し、リスク管理の高度化に取り組んでいます。内

統合的なリスク管理体制

部管理においては、与信集中リスクを含めた形で信用リス
クを計測・管理しています。
なお、業況悪化先等に対しては、経営状況等を適切に
把握・管理し、必要に応じて再建計画の策定の指導や整
理・回収を行っています。

市場リスク・流動性リスク管理
市場リスク管理においては、ポートフォリオ運営を適切

に行い、リスクを適正な水準に制御しつつ、収益を安定的
に確保することをめざしています。
金利、為替、株価等の各種リスクを、主にＶａＲで計測・
管理しています。
流動性リスク管理においては、円貨・外貨の資金繰りの
状況や見通しを適切に把握・管理しています。また、不測
の事態に備え、流動性の高い資産の確保、市場からの調
達可能額の把握、資金繰り逼迫度に応じた対応策の策定・
実施等を行っています。

オペレーショナル・リスク管理
オペレーショナル・リスクについては、「事務リスク」、「シ
ステムリスク」、「情報資産リスク」、「倫理・法務リスク」、「人
的リスク」、「有形資産リスク」、「風評リスク」、「その他のオ
ペレーショナル・リスク」からなる幅広いリスクとしてとら
え、定性・定量の両面からリスク管理に取り組んでいます。
また、サイバーセキュリティ対策や、外部委託に関する

リスク管理の強化等にも継続的に取り組んでいます。

これらのリスク管理体制に加え、銀行業務の公共性に
鑑み、地震等大規模災害の発生時や新興感染症の流行時
にも、地域の社会・経済活動維持に必要な金融サービス
を継続して提供し、あるいは早期に復旧できるよう、「業務
継続計画書」を定めています。また、各種コンティンジェ
ンシー・プランを整備し、定期的に訓練を実施する等、危
機への対応力の強化に取り組んでいます。

危機管理
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